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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    
今日のシステム開発は、企業間あるいは企業

内におけるシステムの統合・連携を迅速に行う

ことが要求されており、システム開発の効率化

が非常に重要となっている。そこで、標準化さ

れた手順によって外部から呼び出すことができ

るサービスを組合せてシステム構築を行う SOA

（Service Oriented Architecture）が普及して

きている[1]。既存システムの機能をサービス化

することにより再利用し、サービス連携の基盤

として ESB（Enterprise Service Bus）を用いる

ことにより、信頼性のあるシステム連携を効率

よく実現することが可能となる。 

しかしながら、ESB はサービス間で連携するデ

ータをメッセージにより運んでいるため、大量

のデータを転送するような場合に性能が上がら

ないという課題がある。 

この課題を解決するためにメッセージとは別

のデータバスを使用し、データをストリームで

処理することで性能向上させることを検討した。

本稿では、この ESB で大量データを使用すると

きの性能向上の方式を提案する。 

 

２２２２．．．．    従来従来従来従来のののの課題課題課題課題 

ESB では、サービス連携を実現するために、サ

ービス間でメッセージを送受信している。従来

の ESB では、そのメッセージの中にサービス間

で連携するデータを格納していた。 

例えば 2 つのサービスを連携させる場合、連

携元サービスが終了すると、連携元サービスか

ら取得された連携データと制御情報とを格納し

たメッセージを作成する。そのメッセージを連

携先サービスに渡すことで連携先サービスを実

行する。このようにしてサービス間でデータを

運び、サービス連携を実現している。 

しかし、従来の方式ではサービス間で連携す

るデータが大量になった場合に、以下のような 2

つの課題があった。 

 

 

 

 

一つ目の課題は、メモリの消費量である。サ

ービス間をつなぐメッセージの実体はメモリ上

に確保された領域であるため、サービス間で連

携するデータが大量になった場合に、メモリの

消費量が増大する。そのため、メモリが豊富に

使用できる環境で無ければ、一度の連携で使用

できるデータ量や、同時に実行できるサービス

連携の数などに制限が発生するという課題があ

った。 

二つ目の課題は、処理時間である。サービス

連携において、連携元サービスからの連携デー

タの取得と連携先サービスへの送信とは逐次的

に実行されるため、処理全体にかかる時間には、

単純にそれぞれの処理時間が加算される。その

ため、データ量が多く、複数のサービスを連携

させるような場合には、処理時間が長くなりや

すいという課題があった。    
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3333. . . . ストリームストリームストリームストリームをををを使用使用使用使用したしたしたしたデータデータデータデータ連携連携連携連携    

大量のデータを処理する方式としては、Unix

のパイプのようにデータを一箇所に溜め込まず

にストリームとして処理する方式と、ファイル

のような領域に一時的にデータを蓄積し、蓄積

されたデータを処理するという方式が知られて

いる。 

従来のメッセージに連携データを蓄積して運

ぶ方式は、後者の方式として捉えることができ

る。しかし、前述のように性能的な課題が発生

する。そこで、前者のようにデータをストリー
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ムとして処理することで、ESB の性能改善を提案

する。 

提案方式のソフトウェアの構成図を図 2 に示

す。提案方式では、従来方式に連携データを運

ぶためのデータバスとデータバスに対しデータ

を入出力するためのエンコーダとデコーダを追

加する。 
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前述のように従来方式では、連携元サービス

から取得したデータを使用して、制御情報と連

携データを格納したメッセージを作成する。一

方、提案方式では、連携元サービスの処理が開

始された時点で、連携先サービスを実行するた

めの制御情報を格納したメッセージを作成する。

そして、連携先サービスに送信する。 

次に、エンコーダを起動して連携元サービス

から連携データを取得し、取得したデータをデ

ータバスに格納する。また、メッセージを受け

取った連携先サービス側では、デコーダを起動

して、データバスから連携データを取得し、連

携先サービスへ送信する。ここで、エンコーダ

とデコーダに対して独立したプロセスやスレッ

ドを割り当てることで、連携元サービスからの

データ取得と連携先サービスへのデータ送信が

並列に実行される。 

上記のようなデータをメッセージとは別のデ

ータバスにより運ぶ提案方式では、サービス間

の連携データをメッセージ上に蓄積する必要が

無くなり、メモリの消費を抑えることができる。 

また、連携元サービスからのデータ取得と連

携先サービスへのデータ送信が並列に行われる

ようになり、処理時間を短縮することができる。

特に近年のように CPU がマルチコア化し、並列

処理が効率的に行われるような環境では、サー

ビス連携全体の処理時間短縮の効果が大きくな

ることが期待される。 

 

・・・・複数複数複数複数サービスサービスサービスサービスでのでのでのでの連携連携連携連携データデータデータデータのののの使用使用使用使用 

前述のソフトウェア構成では、連携データを

使用する連携先サービスが 1 つであるが、処理

によっては複数のサービスで連携データを使用

する場合が考えられる。この場合は、エンコー

ダにて同じデータを複数のデータバスに書き込

むことで対応する。 
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提案方式では、連携するサービス数が増加し

た場合、それぞれのサービスとのデータ入出力

処理が並列に実行されるため、従来方式と比べ

て処理時間の短縮効果が大きくなることが期待

される。 

 

4444. . . . まとめまとめまとめまとめ    

本稿では、サービス間で大量データを連携す

るときの ESB の性能改善の方式として、サービ

ス間の連携データをサービス間連携を行うため

のメッセージから分離し、ストリームで処理す

る方式について提案した。本方式では、データ

をストリームとして処理することで、メモリ消

費量の抑制と処理時間を削減することが可能で

ある。今後は本稿で述べた技術を実装して検証

を行い、具体的な効果を評価する予定である。 
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